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皆様には日ごろより同窓会活動に対しご理解とご協
力を賜り心より御礼申し上げます。

神奈川歯科大学同窓会では一昨年、第71回全国各
歯科大学同窓、校友会懇話会を主管し、昨年は神奈川
歯科大学同窓会 創立50周年記念事業を開催させてい
ただきました。ともに大きな事業で一年間かけて準備
し開催いたしました。

第71回全国各歯科大学同窓、校友会懇話会は令和6
年11月16日（土）、パシフィコ横浜 会議センターで
の開催で「メインテーマ」は「同窓会活動でのダイバー
シティ（多様性）への対応」とさせていただきました。

また、神奈川歯科大学同窓会 創立50周年記念事業
は令和7年10月18日（土）に開催させていただきま
した。記念講演は他の大学関係のみならず経済界から
のオファーも高い当校の鹿島 勇理事長にお願いしま
した。演題は「時間を超えて次のその先へ」で大学の
再生、将来への展望等、素晴らしい内容の講演でした。

記念コンサートは現在、日本のソプラノではナン
バーワンと評されている高野百合絵さんにお願いしま
した、講演、コンサートともに大変ご好評をいただき
ました。

さて、上記のように一昨年、昨年と大きな行事が続
きましたので同窓会改革に対する取り組みは十分では
ありません。現在、執行部では高齢による会費免除に
よる収入減に対応すべく取り組んでいます。支出削減
は緊急な課題でありますので会則改正特別委員会等の
協力を得て協議を重ねております。詳細は代議員会で
お示しできると思います。

昨年の真夏日も酷暑で山火事も多発し温暖化の影響
が大変顕著でした、今年も既に各所で山火事が発生し
また、今年は春から台風に見舞われ台風はかなり増え
ると予報が出ております。会員の皆様には十分にご注
意いただき大過なくお過ごしいただきたく祈念してお
ります。

母校学校法人神奈川歯科大学からは朗報が届いてお
ります。今年の国家試験で合格者が400人も減った中
で、29校中唯一合格率が上がったのは神奈川歯科大
学のみとのことで、既卒者も含めた国家試験への対応
の質の高さが改めて評価されています。

令和8年4月の入学生は卒業生推薦枠からの入学生
も増え、定員を超え順調に推移しました。しかし少子
化の波はますます厳しくなってきております、今年度
の入試も卒業生推薦枠を満たすべく全国の同窓会の先
生方の協力をお願いいたします。本年も夏以降、例年
と同様新規の学生募集が始まります。同窓会として優
秀な学生を集め、母校を応援していきたいと考えてお
ります。

本年も卒業生の推薦で子女でない知人、友人、遠縁
方でも認める「卒業生推薦枠」を活用してご紹介くだ
さい。また、入学金も免除される恩恵もある制度となっ
ていますので、ご紹介のほどよろしくお願いいたしま
す。

会員の皆様には今後ともご高配とご指導、ご鞭撻を
賜りますよう心よりお願い申し上げ、挨拶とさせてい
ただきます。

巻頭言 2026/7

神 奈 川 歯 科 大 学 同 窓 会
 会 長 大 舘 　 満
神 奈 川 歯 科 大 学 同 窓 会
 会 長 大 舘 　 満
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開催報告
2026 年２月 28 日（土）、神奈川歯科大学キャンパスセンター２階「キャンパスホール」において、第 100 回代
議員会が開催された。本代議員会は、代議員 64 名、予備代議員２名、計 66 名の出席により、同窓会会則第４
章第 23 条に基づき適正に成立した。
 

【１】 開会の辞と50周年記念事業報告
司会の髙橋 朗常務理事による開会宣言の後、相原元一副会長より開会の辞が述べられた。相原副会長は、昨年
無事に挙行された「同窓会創立 50 周年記念式典」への会員各位の協力に対し深く謝意を表明した。また、財務
健全化の観点から厳命されていた予算節約について、記念誌およびホームページ関連事業の具体例を報告。当
初見込まれた予算 950 万円（記念誌 800 万円、事務経費 150 万円）に対し、実経費を記念誌 420 万円、事務経
費 130 万円に抑え、約 400 万円の予算を節約した実績が示された。続いて、創立 50 周年記念事業報告において、
桂 一平実行委員長より、式典には来賓 101 名、会員 173 名の計 274 名が参加したことが報告され、予算を大幅
に圧縮して滞りなく事業を完了できたことが報告された。

【２】 来賓挨拶
１．学校法人神奈川歯科大学 鹿島 勇理事長

同窓会創立50周年を祝すとともに、大学のプラットフォーム構想の最終フェーズである「ブルーフロント芝
浦」の記念式典が今月７日に無事終了し、４月６日の開院に向けて順調に準備が進んでいることを報告。ま
た、2010年より始動した「再生20年構想」が最終段階の５年を迎えるにあたり、学長を除く長たる役職を一
新し、４月から新たな体制で臨む方針が示された。さらに、他大学との差別化による「学生定員100％充足」
と「大学の永続性担保」を最終目標に掲げ、10年以内に大学の未来を左右する大きな選択の岐路を迎える可
能性を示唆。「大学と同窓会は車の両輪」として、次世代への強固なバトンタッチに向けたさらなる連携を
呼びかけられた。

２．神奈川歯科大学 櫻井 孝学長
日頃の学生募集への協力に対する謝辞とともに、客観的な大学情報として「国家試験総合合格率」に関する
資料が配付された。櫻井学長は、近年一部の大学で見られる試験受験制限等により新卒合格率の単純比較が
難しくなっている背景を説明し、浪人生も含めた「総合合格率」こそが正確な指標であると強調。
本学の総合合格率は、2014年の教学部長・総合教育部長就任以来、一度も全国私立歯科大学の平均を下回っ
ていない実績を提示し、自信を持って周囲に本学を推薦してほしいと訴えられた。なお、現在の入学者募集
状況は100名超で推移しており、一般３期や卒業生推薦等の枠を活用したさらなる学生確保への協力を要請さ
れた。

【３】 大舘会長挨拶（同窓会組織の抜本的改革へ）
50 周年記念式典の盛会を感謝するとともに、事務局の多大な尽力を労った。同時に、同窓会が直面する極めて
深刻な財務危機について言及。高齢会員の増加に伴う「会費免除会員」の比率増大により、会費収入は右肩下
がりに減少を続けている。大舘会長は「現在の予算は削れるところを限界まで下げて組んでいるが、再来年度
予算はさらに切り込み、３年後をめどに組織そのものの形を根本的に変える必要がある」と強い危機感を表明。
今後の同窓会の在り方について、代議員各位への活発な議論を求めた。

【４】 表彰ならびに学内報告
『表彰』

本代議員会において、長年にわたり同窓会および地域歯科医療の発展に多大な貢献をされた会員への表彰、
ならびに奨学金の授与が行われた。

第 100 回 代 議 員 会 報 告
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・「有功章」:土田孝男先生（宮崎県支部・５回生）・中村順三先生（北海道支部・４回生）・杉本康樹先生
（石川県支部・７回生）淺井謙次先生（愛媛県支部・６回生）直江祥明先生（福井県支部・９回生）
・「表彰」：大鳥居 敬先生（新潟県支部・４回生）
・「甲種奨学者賞」：片山裕太先生（大学支部・48回生）
（片山先生は挨拶にて、歯科理工学・歯科材料の基礎研究を臨床へつなげる研究に一層邁進する決意を述べ
られた。）
また、受賞者を代表して中村順三先生が登壇し、「北海道における神奈川歯科大学の卒業生は個性豊かで優
秀であり、大学の評判を高めている自負がある。今後も母校のために力を尽くしたい」と熱い愛校心を語ら
れた。

『学内報告』
大学支部長の槻木恵一先生（24回生）より、本年６月27日・28日に開催される「神奈川歯科大学学会総会」
について告知がなされました。今回は３回生の緒方先生による特別講演や若手シンポジウムなど、臨床・基
礎を網羅した有意義なプログラムが予定されており、多くの会員の参加が呼びかけられた。

【５】 会務報告および事前質問に対する質疑応答・報告事項
総務、財務、各特別委員会の会務報告、ならびに事前質問に対する審議が行われた。大分県支部の三浦代議員
から提出された以下の３つの質問を中心に、執行部との間で活発な意見交換が交わされた。
１．災害時等の選挙における郵送投票の開票方法について質問（三浦代議員）

質問：天災等で代議員が集合できない緊急時の選挙において、郵送投票の開票の公平性や事務手続きの詳細
はどうなっているのか。来年の選挙年に向けて具体的なルールが間に合うのか。
回答（大舘会長）：日本歯科医師会や都道府県歯科医師会の先例を参考に、事務局開票をベースとしつつ、
公平性担保のため両立候補者が指名した立会人（オブザーバー）の前で開票する流れを想定している。過去
の他会での失敗例（投票用紙と送信者が紐付いてしまうミスなど）を教訓に、匿名の厳秘性を守る仕組みを
精査する必要がある。ただし、会則・規則改正特別委員会での議論が未だ煮詰まっておらず、現時点で新規
則は完成していないため、仮に来年緊急事態が生じた場合は前回（コロナ禍時）と同様の継続措置を取らざ
るを得ないのが現状である。

２． 会議費・旅費等の支出削減および代議員数の見直しについて質問（三浦代議員）
質問：同窓会の支出削減策として、代議員の選出基準を「各県ごと」から「地区連合会単位」に見直し、現
在の75名から47名（約３分の２）に削減する改革を提案する。また、回答に提示されている「オンライン開
催」「総会のみへの移行（代議員会廃止）」「旅費手当の減額」についての執行部の意図を問う。特に、現
在でも休診手当等の支部負担が大きい中、これ以上の手当削減は小規模支部の負担を増大させる。
回答（大舘会長）：提示した項目はあくまで「他団体の合理化手法」を並べたアイデア段階であり、執行部
が独断で決定するものではない。交通費等の「見直し」についても、他会にある「支給ゼロ」や「一律削
減」などの事例を紹介したものである。今後、オンラインとリアルの併用を含め、どのような形が最も合理
的か、９割方詰まった段階で代議員会に諮り、ルールを100％に煮詰めていく方針である。

３． 会費免除要件（75 歳以上かつ 35 年以上）における不公平感の是正質問（三浦代議員）
質問：夫婦で甲種・乙種会員の場合の取扱いや、若くして配偶者を亡くされた場合の甲種移行の不公平感に
ついて、昨年直接説明したにもかかわらず議論が進んでいない。また、病気等による閉院など、会員の福祉
向上の観点から個別事情を考慮すべきではないか。
回答（大舘会長）：１年間進展がなく回答を出せなかったことを陳謝する。現在、高齢免除会員（年4,000円
負担）と、支部長申請による完全会費免除会員（廃院・困窮等による免除）との間の不公平感の整理が特別
委員会で難航しており、この全体像が決まらないと個別案件を煮詰められなかったのが実情である。会費免
除要件の35年という年数を撤廃すると、「入会後わずか数年で免除になり福祉共済のみを受け取る」といっ
た新たな不合理が生じるため容易ではない。執行部としては、経済的事情等による退会（自然退会）を防
ぎ、「会費はなくても会員であり続けていただく」ことを基本に、4,000円の不公平感を含めた会則の整理を
引き続き特別委員会に依頼していく。
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【６】 当日質問および討議
１．在宅審議における未回答代議員の責任について　小松代議員（北海道支部）

質問：報告書に記載された在宅審議（表彰者承認）において、74名中12〜13名が「未回答」である実態が指
摘された。「代議員としての重責がありながら意思表示をしないのは職務放棄ではないか。自覚を促すア
タックを行うべきだ」との厳しい意見が寄せられた。
大舘会長：事務局から複数回督促を行っているものの毎回一定数の未回答が出る現状を認めつつ、「同窓会
の狭い人間関係の中で、特定の個人に対する賛否を明確にすることへの心理的抵抗（名前の漏洩への恐怖）
が背景にあるのではないか」との見解を提示。今後は、代議員選任時に責任を持った行動（必ず返事をす
る、欠席時は予備代議員を立てる等）を支部長を通じて徹底すること、また匿名性が確保できる投票システ
ムの導入などを検討すると回答した。

２．代議員会のウェブ（オンライン）開催の実現性　岡田代議員（大阪府支部）
質問：「特別委員会の議事録ではリアル開催を望む肯定意見が多数を占めているが、財務改善および遠方か
らの参加負担を和らげるためにも、ウェブ開催やリアルとの併用（ハイブリッド）を選択肢に加えるべきで
はないか」との提案がなされた。
大舘会長：理事会においては既に８〜９割をオンライン会議に移行して費用削減を図っているものの、代議
員会については過半数の賛成（会則改正）が必要であるため手続きを慎重に踏むと言及。佐藤情報処理担当
常務理事からは、「20人規模のウェブ会議であれば年間２万円程度で容易に運用可能だが、100人規模の代議
員会で全員の顔と音声をクリアに繋ぐハイブリッド形式をプロに委託して構築する場合、国会中継のような
大規模な設備投資が必要となり、結果的に全員の旅費を支払うよりも高額になるリスクがある。AIや通信技
術の進歩を注視しつつ、引き続き検討したい」との技術的見解が示された。

３． 大学の人事刷新に関する質問　長谷川代議員（静岡県支部）
大舘会長：４月からの大学人事として副学長（井野先生、山本先生、二瓶先生）、神奈川歯科大学附属横浜
研修センター・横浜クリニック院長（鎌田先生）等の内定情報が共有されました。大学支部の槻木先生から
は、「４月１日以降の確定人事については公の事実となるため、正式に確定した段階で同窓会報や支部長宛
てに通知を出すことが望ましい」との補足がなされた。
　附属病院　病院長　　：20回生　井野　智	 →	 19回生　木本克彦
　横浜クリニック　院長：19回生　木本克彦	 →	 33回生　鎌田要平

４． 同窓会財務のタイムリミットと抜本的改革への決意　恵谷代議員（岡山県支部）
質問：「特別委員会での議論のタイムリミットはいつなのか。現在のペースでは数年で予算が破綻し、破産
を表明する他校同窓会のような事態になりかねない」との極めて重要な指摘がなされた。
大舘会長：これに対し、「タイムリミットはあと５年である」と明言。同窓会が保有する事業運営安定化資
金（約5,000万円）は繰越金であるが、現在の赤字補填ペース（年1,000万〜2,000万円の取り崩し）が続けば３
〜５年で底をつきます。名簿発行事業の休止等で数百万円単位の節約は進めているものの、人件費などの固
定費は削減できず、最終的には事業費をゼロにするか、同窓会の運営システムそのものを完全に作り直すか
の二者択一を迫られているという認識が示された。過去に終身会費制（先払い制）を導入した他大学が、資
金の使い過ぎによって現在役員会すら開催できない困窮に陥っている事例を挙げ、「神奈川歯科大学として
終身会費制への移行（入学生への40万円等の請求）を大学側に打診したものの、税務上のリスクや学生募集
への影響から不可能との回答を得た。今後５年間で、事業を徹底的に無くすか、会議を減らすかの苦渋の選
択を皆さんと議論していかなければならない」と、同窓会の生き残りをかけた悲壮な決意を語った。

【７】 議事ならびに新規議案（動議）の採決
本代議員会に上程された全ての議案は、慎重審議の後、採決の結果、いずれも挙手多数により可決成立した。

『決算関係（一括上程・可決）』
第１号議案から第10号議案：（令和６年度一般会計、事業運営安定化資金、事業基金、名簿発行事業、福祉
共済部、同窓会年金、奨学金基金、前受金、災害支援基金の各歳入出決算、および資産目録に関する件）。
七沢久子監事（９回生）より「帳簿、通帳を含め会計監査を厳密に行い、適正かつ適法に管理されている」
との監査報告が行われた後、一括採決・可決されました。
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『令和８年度予算・事業計画関係（個別採択・すべて可決）』
第11号議案：令和８年度事業計画（案）
第12号議案：令和８年度一般会計-１歳入歳出予算（案）（前年度比で約700万円の歳出削減を図った予算案と
して承認。）
第13号議案〜第20号議案：各種会計予算（案）
第20号議案：「災害支援基金」について、杉本代議員、加藤代議員より「集金事務費」の名目に関する質問
があり、大舘会長より『G.I.A提携の所得補償保険の手数料還元分をプールし、被災会員の見舞金として有効
活用する口座である』旨の明確化がされた。）
第21号議案：特別会員（新任教授５名：中野 亜希人先生、室町 幸一郎先生、末永英之先生、仲井雪絵先生、
脇田 亮先生）の承認に関する件
第22号議案：退会者承認（50名）に関する件
（若手（48回生）の未納退会の多さに対し、井上予備代議員（神奈川県）や中村代議員より『事務局任せに
せず、本部・支部・同級生が連携して現住所や背景を追い、勧誘・引き留めの熱意を持つべきだ』との強い
要望が出され、金山代議員（北海道）より『本部直属会員の出身地を開示して支部が動けるようにしてほし
い』との具体的提案がされた。）

『協議事項からの緊急動議と即時可決（年金制度の廃止）』
協議事項：「２）同窓会年金制度の改廃について」において、木本常務理事より、ジブラルタ生命が扱う同
窓会年金への新規加入者がなく、現在１名のみ残る加入者も同窓生ではない一般人（会員診療所のスタッ
フ）である実態が報告された。紹介代理店としての年間手数料収入はわずか1,992円であり、個人情報開示も
なされないことから、理事会として「代理店閉鎖および年金制度廃止」の方針を決定した旨が説明された。
緊急動議：この報告を受け、小松代議員（北海道支部）より「１年先送りせず、この場で即時廃止を進める
べきである」として緊急動議が提出された。代議員会による議案取り上げの承認を経て、以下の２議案が新
たに追加上程され、即座に審議・採決された。
第23号議案：神奈川歯科大学同窓会年金制度廃止に関する件
（令和８年３月31日をもって同窓会年金制度を廃止し、残高を雑収入に繰り入れる案：挙手多数により可決
成立）
第24号議案：神奈川歯科大学同窓会年金制度規約の改正に関する件
（上記廃止に伴う規約改正文言および「令和８年２月28日より施行する」との附則の改定案：挙手多数によ
り可決成立）
これにより、長年形骸化していた同窓会年金制度の正式な廃止と事務手続きの完了が決定した。

【８】 その他
（会員からの建設的提案）

前川代議員（福井県支部）より、福井県歯科医師会でのペーパーレス化の実績（コピー、郵送料、ファクス
を徹底廃止し、年間200万円強を節約）に基づき、「同窓会でも規約改正を待たずに、事前資料のメール配信
化など、できる部分からペーパーレス化を徹底してはどうか」との非常に前向きな提案がなされ、会場から
大きな拍手が沸き起こった。
大舘会長は「以前、IT環境のない会員からの強い反発に遭い弱気になっていたが、この提案に非常に勇気を
いただいた。ぜひそのような方向で、できるところから速やかに進めさせていただきたい」と応じ、会員各
位への理解と協力を求めた。

（17時38分　閉会）
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令和７年度定例総会～全24議案を一括可決、年金制度廃止や新年度予算案など重要事項を承認～令和８年２月
28日（土）17時41分より、神奈川歯科大学キャンパスセンター２階「キャンパスホール」において、令和７年度
定例総会が開催された。

当日は朝から続く長丁場の会議の締めくくりとして、全国から集まった代議員・支部長らが見守る中、同窓会
の今後を左右する重要な議案の審議が行われた。

■ 開会および役員選出
総会は髙橋常務理事の司会進行のもとで幕を開けました。はじめに上岡新二副会長が登壇し、「本日最後の会と

なります。先生方、お疲れ様です」と出席者を労い、開会の辞を述べた。続く議長・副議長の選出では、場内か
らの「一任」の声を受け、司会者一任により議長に飯塚 務先生、副議長に早野元晴先生が選出された。議長に就
いた飯塚先生は「スムーズな審議をよろしくお願いいたします」と挨拶し、直ちに議事録署名人の選出へ移った。
こちらも一任の声に基づき、議長より北海道の小松 始先生、同じく北海道の金山美博先生の両名が指名され、承
認された。

■ 会長挨拶
代議員会での活発な議論に感謝、大舘 満会長からの挨拶では、「普段は割愛ということで終わらせることもある

が」と前置きしつつ、「本日は代議員会の協議において、非常に活発にご意見を賜り、心から感謝しております」と、
総会に先立って行われた会議での熱心な議論に対する謝意が示され、本総会への協力が呼びかけられた。

■ 代議員会報告
年金制度廃止に関する急遽の上程報告事項では、篠原一也代議員会議長が登壇した。篠原議長からは、事前の

代議員会において第１号議案から第22号議案までが可決成立したことが報告された。
さらに、今回の重要なトピックとして、協議事項に挙げられていた「年金制度の廃止」について触れられました。
この件は規則の改正にも直結することから、いきなり議案として上がることとなり、急遽「第23号議案」および「第

24号議案」として上程され、代議員会において可決された経緯が詳しく報告された。

■ 議事審議
全24議案を一括採決議事に入り、飯塚議長より、先ほどの代議員会報告を踏まえて第１号議案から第24号議案

までの全24議案を「一括上程」することが提案された。
「第24号議案：神奈川歯科大学同窓会年金制度規約の改正に関する件」議長から場内へ質問を募ったところ、質

問は「なし」との声があり、直ちに一括採決へと移った。
議長が同調者へ挙手を求めたところ、「挙手多数」となり、全24議案はすべて原案通り可決・確定した。

■ 閉会の辞
執行部としての責任ある運営を誓うすべての議事をスムーズに終え、最後に山口幸一副会長による閉会の辞が

述べられた。山口副会長は、「支部長におかれましては朝の11時からの長丁場となり、最後まで残られた方は、非
常に責任感の強い代議員、または支部長の方々であると思っております」と出席者の深い責任感に敬意を表した。
そして、「先ほど来、代議員会でも『責任をもって』という言葉が交わされた。今後も執行部といたしまして、責
任をもって同窓会の会務運営をして参りたい」と今後の強固な組織運営への決意を語り、出席者への感謝ととも
に締めくくった。場内からは温かい拍手が送られ、17時46分、令和７年度定例総会はその幕を閉じた。

令 和 ７ 年 度 定 例 総 会 報 告
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『歳入の部』 令和６年度予算額 令和６年度決算額
1.　会費 2,524 口 34,410,000 2,498 口 34,270,000 
2.　入会金 54 口 1,620,000 47 口 1,410,000 
3.　負担金収入（甲種） 363 口 1,452,000 350 口 1,400,000 
4.　学術収入 600,000 1,646,000 
5.　繰入金 75,000 75,000 
6.　寄付金 1,000 0 
7.　雑収入 994,000 1,138,680 
 ①預金利息（一般会計） 500 4,449 
 ②預金利息（特別会計） 500 9,493 
 ③広告料 850,000 999,680 
 ④カード手数料 140,000 125,058 
 ⑤その他 3,000 0 
8.　繰越金 16,000,000 6,330,678 
9.　事業運営安定化資金より受入金 3,500,000 3,500,000 

歳入合計 58,652,000 49,770,358 

『歳出の部』 令和６年度予算額 令和６年度決算額
1.　事業運営費 46,794,000 37,812,256 

内、予備費 1,006,000 
2.　事業運営安定化資金 1,000,000 1,000,000 
3.　事業基金会計 5,084,000 5,056,000 

甲種（2,542 口） 甲種（2,528 口）
4.　福祉共済部会計 5,774,000 5,696,000 

甲種（2,542 口） 甲種（2,528 口）
乙種（  345 口） 乙種（  320 口）

5.　奨学金基金会計 0 0 
歳出合計 58,652,000 49,564,256 

次年度繰越金（収支差額） 206,102 

令和６年度　一般会計歳入・歳出決算収支計算書
自：令和６年４月１日
至：令和７年３月31日

（単位：円）

令和７年５月17日

　私達は、会則第12条の定めに従い、神奈川歯科大学同窓会の令和６年４月１日から令和７年３月31日までの令和６年度

会計並びに会務執行の監査を行った。

令和６年度会計に於ける歳入・歳出に関する決算書について、精密なる監査を実施せるところ、証拠書類その他について

いささかも不備が認められなかったことを証明する。

　また、会務の執行については、会則に準拠し適切妥当に執行されたものであることを認める。
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自：令和８年４月１日
至：令和９年３月31日

（単位：円）

科　　　目 令和７年度
予算額

令和８年度
予算額

比較増減
（△は減）

増減率％
（△は減）

構成率
％款 項 目

１．事務費 13,628,000 10,077,000 △ 3,551,000 △ 26.06% 28.20%
1.職員給与費 9,222,000 6,704,000 △ 2,518,000 △ 27.30%
2.諸手当費 1,416,000 364,000 △ 1,052,000 △ 74.29%
3.特別手当費 1,307,000 1,319,000 12,000 0.92%
4.税理士報酬費 467,000 467,000 0 0.00%
5.福利厚生費 585,000 585,000 0 0.00%
6.雑費 631,000 638,000 7,000 1.11%

２．需要費 6,569,000 6,469,000 △ 100,000 △ 1.52% 18.10%
1.備品費 452,000 452,000 0 0.00%
2.消耗品費 500,000 500,000 0 0.00%
3.印刷費 1,366,000 1,366,000 0 0.00%
4.通信費 2,850,000 2,850,000 0 0.00%
5.交通費 1,401,000 1,301,000 △ 100,000 △ 7.14%

３．事業費 12,275,000 11,145,000 △ 1,130,000 △ 9.21% 31.18%
1.学術費 6,365,000 5,775,000 △ 590,000 △ 9.27%
2.組織費 1,850,000 1,750,000 △ 100,000 △ 5.41%
3.広報費 1,900,000 1,800,000 △ 100,000 △ 5.26%
4.福祉厚生費 1,760,000 1,320,000 △ 440,000 △ 25.00%
5.情報処理費 400,000 500,000 100,000 25.00%

４．会議費 6,722,000 4,289,000 △ 2,433,000 △ 36.19% 12.00%
1.総会費 10,000 5,000 △ 5,000 △ 50.00%
2.代議員会費 3,650,000 2,605,000 △ 1,045,000 △ 28.63%
3.支部長会費 20,000 25,000 5,000 25.00%
4.常務連絡会費 80,000 85,000 5,000 6.25%
5.理事会費 1,751,000 1,104,000 △ 647,000 △ 36.95%
6.監事会費 224,000 224,000 0 0.00%
7.各種委員会費 987,000 241,000 △ 746,000 △ 75.58%

５．渉外費 2,200,000 2,020,000 △ 180,000 △ 8.18% 5.65%
６．社会貢献費 0 0 0 0.00%
７．還付金 680,000 600,000 △ 80,000 △ 11.76% 1.68%
８．予備費 1,006,000 1,140,000 134,000 13.32% 3.19%

事業運営費歳出合計 43,080,000 35,740,000 △ 7,340,000 △ 17.04% 100.00%

令和８年度　一般会計歳入･歳出予算

歳出の部　事業運営費内訳明細

『歳入の部』 令和７年度予算額 令和８年度予算額
１．会費 32,240,000 29,565,000 
２．入会金 1,620,000 1,380,000 
３．負担金収入 1,756,000 1,956,000 
４．学術収入 600,000 600,000 
５．繰入金 同窓会年金会計より 0 0 
６．寄付金 1,000 1,000 
７．雑収入 524,000 424,000 
８．繰越金 18,695,000 0 
９．一般会計−２（事業運営安定化資金）より受入金 0 9,500,000 

歳入合計 55,436,000 43,426,000 

『歳出の部』 令和７年度予算額 令和８年度予算額
１．事業運営費
　　内、予備費

 43,080,000 
（ 1,006,000 ）

 35,740,000
（ 1,140,000 ）

２．事業運営安定化資金拠出金  1,000,000  0 
３．事業基金会計拠出金  4,954,000  2,358,000 
４．福祉共済部会計拠出金  5,622,000  5,328,000 
５．奨学金基金会計拠出金  0  0 
６．職員退職金積立会計拠出金  780,000  0 

歳出合計  55,436,000  43,426,000 

自：令和８年４月１日
至：令和９年３月31日

（単位：円）
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月 日 曜 行　　　　　事 出席者・講師
令和
８年

１月

16 金 第６回情報処理部 Zoom 練習会
第９回学術委員会（Web 会議）

17 土 第４回常務連絡会（Web 会議）
令和７年度第１回奨学者審議部会（在宅）

18 日 神奈川歯科大学同窓会学術講演会
-Back to the basic-『Bio Esthetic −審美修復治療の最前線−』

山口副会長
講師：大河雅之先生

20 火 第 42 回全国歯科大学同窓会・校友会学術担当者連絡会
主管校による第４回準備会（Zoom 会議）

山中常務理事、別部・前畑理事
学術委員会

24 土
東京都支部新年懇談会 大舘会長
大分県支部学術講演会 講師：荒井千春先生（22 回生）

31 土 九州地区連合会支部長・代議員会議 平良副会長・奥村監事

２月

７ 土
神奈川歯科大学 BLUE FRONT SHIBAURA デンタルクリニック
開院記念祝賀会

大舘会長、相原・小野・桂・山口
金子副会長
植村・平田・川端・木本常務理事
大川原・別部理事、七沢監事

神奈川県支部新年会 大舘会長

８ 日
第 42 回全国歯科大学同窓会・校友会学術担当者連絡会 
第２回準備会（Zoom 会議）
　主管校：鶴見大学歯学部同窓会、神奈川歯科大学同窓会

山中常務理事、別部・前畑理事
学術委員会

16 月 第 10 回学術委員会（Web 会議）

17 火 全国歯科大学同窓会・校友会学術
担当者連絡会関東支部協議会（Web 会議） 山中常務理事、別部・前畑理事

22 日 鶴見大学歯学部同窓会創立 50 周年記念式典・祝典 大舘会長、山口・金子副会長

28 土

第５回理事会
令和７年度第１回支部長会
令和７年度第１回福祉共済部運営委員会
第 100 回代議員会 / 令和７年度定例総会
代議員会懇親会・退職教授慰労会・就任教授祝賀会

３月

７ 土 青森県支部 総会・学術講演会 講師：槻木恵一教授（24回生）
８ 日 私立歯科大学・歯学部同窓・校友会連絡協議会　会長・専務会 大舘会長、山口副会長

12 木
神奈川歯科大学卒業式 大舘会長
第 57 回生謝恩会 大舘会長、平田常務理事

14 土 岩手県支部総会・学術講演会 大舘会長　講師：大舘 満先生
（７回生）

17 火 全国歯科大学同窓会・校友会学術
担当者連絡会関東支部協議会（Web 会議） 山中常務理事、別部・前畑理事

20 金 第７回情報処理部 Zoom 練習会
21 土 第５回常務連絡会（Web 会議）

25 水
第 11 回学術委員会（Web 会議）
第 42 回全国歯科大学同窓会・校友会学術担当者連絡会
主管校による第５回準備会（Zoom 会議）

山中常務理事、別部・前畑理事
学術委員会

28 土 山梨県支部学術講演会 講師：小澤 孝先生（25 回生）

４月

11 土
令和８年度山形県支部総会 講師：佐藤 誠先生（５回生）
新潟県支部第 43 回総会・学術講演会 講師：小林 新二郎先生

17 金 令和８年度第１回情報処理部 Zoom 練習会
18 土 令和８年度第１回常務連絡会（Web 会議）
20 月 令和８年度第１回学術委員会（Web 会議）

21 火 第 42 回全国歯科大学同窓会・校友会学術担当者連絡会
主管校による第６回準備会（Zoom 会議）

山中常務理事、別部・前畑理事
学術委員会

令和８年１月から６月までの会務報告
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５月

10 日 鹿谷 實先生（３回生）旭日双光章受賞記念祝賀会 大舘会長

16 土 令和８年度第１回監事会
令和８年度第１回理事会

17 日 学校法人神奈川歯科大学理事との懇談会
大舘会長、相原・小野・山田・上岡
山口・金子副会長、植村・髙橋常
務理事

26 火
第２回学術委員会（Web 会議）
第 42 回全国歯科大学同窓会・校友会学術担当者連絡会
主管校による第７回準備会（Zoom 会議）

山中常務理事、別部・前畑理事
学術委員会

31 日 千葉県支部総会及び山田良広先生記念講演 山田常務理事、講師：山田良広先
生（18 回生）

６月

10 火 全国歯科大学同窓会・校友会学術
担当者連絡会関東支部協議会（Web 会議） 山中常務理事、別部・前畑理事

19 金
第２回情報処理部 Zoom 練習会
令和８年度第１回広報委員会（Web 会議）

20 土
第２回常務連絡会（Web 会議）
福島県支部総会・学術講演会 講師：西山明宏先生（39 回生）

22 月
第３回学術委員会（Web 会議）
第 42 回全国歯科大学同窓会・校友会学術担当者連絡会
主管校による第８回準備会（Zoom 会議）

山中常務理事、別部・前畑理事
学術委員会

27 土
広島県支部総会・学術講演会 講師：前畑 香先生（31 回生）
第 16 回神奈川県人会 大舘会長
神奈川歯科大学学会第 61 回学術大会・総会 懇親会 山田常務理事

28 日
神奈川歯科大学学会第 61 回学術大会・総会 山田常務理事

埼玉県支部三笠会総会・学術講演会 桂副会長
講師：村岡秀明先生（3 回生）

29 月 第２回広報委員会（Web 会議）
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令和７年度　第１回表彰選考委員会報告

	 日　時：令和７年12月７日（日） 16：08 ～ 16：15
	 会　場：横浜研修センター６階教室
	 出席者：篠原委員長、栃内・長谷川・杉本・綱川・長堂・豊田・金子（宣）委員
	 オブザーバー：大舘会長、山口・金子(守)副会長・髙橋・山田常務理事
		  大川原理事、細谷監事

１．開会　　　委員　栃内　明啓
２．報告
	 第 34 回表彰推薦者（令和６年度 第 99 回代議員会にて表彰）
		  有功章　４回生　相原　元一 （静岡県支部）
		  有功章　３回生　中川　賢治 （新潟県支部）
３．審議
	 第 35 回表彰推薦者（表彰選考委員会審議後、理事会・代議員会の在宅審議を経て第 100 回代議員会にて表彰）
	 （届出日付順） 
		  有功章　５回生　土田　孝男 （宮崎県支部）
		  有功章　４回生　中村　順三 （北海道支部）
		  有功章　７回生　杉本　康樹 （石川県支部）
		  有功章　９回生　直江　祥明 （福井県支部）
		  有功章　６回生　淺井　謙次 （愛媛県支部）
		  表　彰　４回生　大鳥居　敬 （新潟県支部）
	� 推薦書をもとに有功章での推薦のあった上記５名と表彰１名について、協議の結果、表彰規則第３条２項

により全会一致で承認された。
４．その他
　�綱川委員：【意見】推薦書に歯科医師会の情報がいろいろ書かれている先生がおられるが同窓会関係の略歴をも

う少し詳しく書いていただきたい。
　栃内：今後、そういう形をできるだけとっていただきたい。
５．閉会　　　委員　栃内　明啓

（在宅議事令和７年度第１号）第 35 回表彰者につきまして
	 （令和７年 12 月 19 日～令和８年１月８日）

表彰規則第４条に基づき、令和７年 12 月 19 日より令和８年１月８日までの期間で、代議員各位に在宅議事とし
て審議を諮り、以下の通りの承認をいただきました。
有功章での推薦のあった上記５名と表彰１名について、１/ ２以上の賛成をいただきましたので、第 35 回表彰者
につきましては、承認といたします。

有功章（５名） 承認する 異議あり 未回答
土田　孝男（宮崎県支部）５回生 61 名／ 74 名中 ０名／ 74 名中 13 名／ 74 名中
中村　順三（北海道支部）４回生 62 名／ 74 名中 ０名／ 74 名中 12 名／ 74 名中
杉本　康樹（石川県支部）７回生 62 名／ 74 名中 ０名／ 74 名中 12 名／ 74 名中
直江　祥明（福井県支部）９回生 62 名／ 74 名中 ０名／ 74 名中 12 名／ 74 名中
淺井　謙次（愛媛県支部）６回生 62 名／ 74 名中 ０名／ 74 名中 12 名／ 74 名中

表　彰（１名） 承認する 異議あり 未回答
大鳥居　敬（新潟県支部）４回生 62 名／ 74 名中 ０名／ 74 名中 12 名／ 74 名中
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令和７年度　第１回奨学者審議部会報告（在宅審議）
令和７年度の奨学者選定につきまして、令和７年度第１回奨学者審議部会を、在宅審議の方法で開催といたし

ました。審議期間、回答方法は以下の通りです。

	 審議期間：令和７年12月15日資料発送 到着から令和８年１月17日の期間
	 回答方法：資料を送付し在宅審議回答書にて返信

１．報告
令和５年度第１回奨学者審議部会報告
令和６年度申請なし

２．議事
　奨学金申込　　甲種１件　（会費納入状況は完納）
　歯学研究奨学金（甲種）

（１）片山裕太（48回生・大学支部・甲種会員）会員期間 2017年入会
	 神奈川歯科大学歯学部臨床科学系 
	 歯科診療支援学講座 クリニカル・バイオマテリアル学分野 助教
	 研究課題：CAD/CAM用PEEKブロックに関する特性

在宅審議結果
令和７年12月15日資料発送 到着から令和８年１月17日の期間、在宅にて審議を行い、在宅審議回答書を以っ

て採決とした。
結果、部員７名全員より承認の回答があり、令和７年度の奨学金申請１件は承認された。

（意見）
受給者の義務である「論文（研究結果）」の未提出者が散見される。大きな課題である。
との意見があがった。

以上
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2026年1月18日（日）、神奈川歯科大学附属横浜研
修センターにて、日本歯科大学生命歯学部補綴科Ⅱ講
師・日本臨床歯科学会理事・理事長幹事　大河雅之先
生をお招きし、『Bio Esthetic−審美修復治療の最前
線−』と題して学術講演会がハイブリッド形式で開催
された。

講演では、午前は、ラミネートベニアの歴史、エビ
デンスに基づくラミネートベニアに関する材料学、歯
の解剖学などの解説、またDXを用いた顎運動を可視
化できるシステムの紹介もされ、咬合の重要性も説か
れた。

午後は、素晴らしい臨床症例の豊富なご紹介と共に
ラミネートベニアの形成、注意点などを解説いただき

接着の観点から、被着体にはエナメル質の保存が重要
であることから、臼歯部のラミネートベニアもご紹介
くださった。

質疑応答では、複数歯の接着手順やセメントの種類
などのご回答などをいただいた。

大河先生は歯周外科処置も得意とされており、歯周
状態がコントロールされた上での全顎的な治療をな
さっている。さらに、ラミネートベニアの世界の開拓
者として、まだその先の審美を追及され、日々研鑽さ
れている。

本講演会は、日々の診療に活かせる多くの学びを提
供する有意義な機会となった。

澁澤真美（学術委員・31 回生）

大河雅之先生講演会報告記

学術講演会報告
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2026年3月14日（土）午後5時より、上記の会が盛
岡市のホテルロイヤル盛岡にて開催されました。岩手
県支部は、コロナ禍前まではあわせて年3回の総会と
例会を開いて、その都度大学本部、岩手医大歯学部、
岩手県歯科医師会の先生方にご講演をお願いし、研鑽
に努めてきました。

日本各地が自然の大災害に見舞われる昨今で心配が
絶えませんが、15年前となる東日本大震災の折りには、
我々も母校並びに同窓の皆様の温かいご支援を賜り、
深く感謝申し上げます。大災害を乗り越えた当支部で
はありますが、徐々に会員の高齢化が進む中、後輩た
ちの入会を待ち続けながら、現在は年1回の総会のみ
の開催となっております。

当日は会議も滞りなく進行し、引き続き遠路遥々お
越しいただいた本部大舘 満会長より「時局講演」と

題して、前年開催された同窓会50周年記念式典の模
様など、丁寧に説明していただきました。また持参さ
れた資料に基づいた同窓会運営の今後についてもお聞
きしました。いびつな年齢構成などが日本全体の大き
な問題となるなかでも、同窓会としても全国各支部か
らのご意見に基づき的確な分析がなされており、出席
会員一同安堵致しました。歯科界や母校（同窓会）に
ついても、現状分析と将来像のしっかりとしたビジョ
ンを示されて、引き続いての懇親会でも、我々の質問
に丁寧にお答えいただきました。

先頃のWBCでは日本は残念な結果に終わりました
が、今後も大谷翔平、菊池雄星、佐々木 朗希と、世
界に羽ばたく県出身選手を応援していく岩手県支部会
員一同であります。

同窓便り 岩手県支部

「岩手県支部」令和7年度総会報告

高橋晃彦（17 回生・岩手県支部）
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令和8年度神奈川歯科大学　神奈川県同窓会　地区
連絡協議会が2026年4月11日（土）18時30分より横
浜クリニック・研修センターにて行われた。地区連絡
協議会では、母校の現況報告とともに、同窓会運営の
透明化やデジタル化について協議が行われました。
１．大学の現況と地域連携（金子会長挨拶）

今年度の入学者数は定員を大きく上回る135名とな
り、第119回歯科医師国家試験の合格率も約81％（私
立歯科大学上位5位以内）と躍進しています。県内11
校を含む19校との高大一貫教育の提携が進んでおり、
入学生の約半数が県内出身であることから、県同窓会
の役割がさらに重要になっています。
２．各地区の現状と課題

多くの地区で会員の高齢化や閉院に伴う退会が相次
いでいます。30回生以降の若手層の未入会が目立ち、

「入会のメリットが分からない」という声に対する意
義の周知が課題となっています。対策として、若手の
役員登用、LINEによる連絡の迅速化、学術講演会な
どの魅力的な企画づくりを行う地区の好例が共有され
ました。

３．同窓会運営の健全化と次世代対応（協議事項）
運営の透明性と効率化を目指し、以下の3点が協議

されました。地区活動助成金交付規定の新設：助成金
の交付基準を「名簿上の会員数」から「会費納入者数」
に変更し、公平性を高めます。また、活動報告書の提
出を必須とし、トラブル防止のため組織名義の口座使
用を強く推奨します。公式LINEの整備とDX：通信
費（１回約7,000円）がかかるFAX配信から移行し、
情報伝達のスピードアップと経費削減を図るため、公
式LINEを導入します。出欠確認も容易になるため、
４月以降に積極的な登録を推進します。歯科衛生士就
職ガイダンスへの参画：短期大学部の就職ガイダンス
において、県同窓会会員の歯科医院に２万円（税込）
の大幅な優遇参加枠を設け、地元就職を推進します。
まとめ

同窓会運営における「規約の整備」と「IT」とい
う二つの方向性が示されました。これらを武器に若手
会員との接点を増やし、母校の発展と会員の利益向上
を目指します。

同窓便り 神奈川県支部

神奈川県同窓会　地区連絡協議会　開催
～母校の発展と同窓会運営の近代化・健全化を目指して～

金子宣由（19 回生・神奈川県支部）

挨拶をする金子守男会長
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2025年11月15日（土）、16日（日）
の二日間にわたり、神奈川歯科大
学同窓会山梨県支部旅行「〜思い
出と美食の旅〜」を開催いたしま
した。今回の旅行には、会員の先
生方ならびに関係者あわせて13名
が参加し、横浜・横須賀・鎌倉を

巡る充実した時間を過ごしました。
初日は午後、山梨県歯科医師会館を出発。車内では

軽食や飲み物を囲みながら、学生時代の思い出話や近
況報告に花が咲き、終始和やかな雰囲気に包まれてい
ました。横浜到着後はホテルにチェックインした後、
夕刻よりウェスティンホテル横浜最上階のレストラン

「アイアンベイ」にて懇親会を行いました。
横浜港の夜景を眺めながら、薪焼き料理とワインを

楽しみ、学生時代の懐かしい話題から現在の診療の話
まで、会話は尽きることなく大いに盛り上がりました。
その後は各自自由行動となり、横浜の夜景や街並みを
楽しみながら、それぞれ思い思いの時間を過ごしまし
た。

二日目は横須賀へ移動し、ドブ板通りを散策した後、
横須賀中央駅から大滝町商店街を抜け、かつて通学し
た懐かしい道を歩きながら神奈川歯科大学へ向かいま
した。商店街では、「ここにあのお店があったんだよね」

「学校帰りによく寄ったなあ」といった会話が自然と
飛び交い、当時の思い出が鮮やかによみがえりました。

大学では敷地内を散策しながら、変化した建物や街
並みに時代の流れを感じつつ、学生時代の思い出を語
り合いました。校舎内へは入れませんでしたが、仲間
と共に母校を訪れることで、「あの頃の横須賀」の空
気を十分に感じることができました。また、三笠公園
や横須賀ポートマーケットも散策し、昔の横須賀と今
の横須賀の両方を味わうことができました。

昼食は鎌倉にて美味しい料理を楽しみ、昼食後は小
町通り周辺を散策。その後、湘南の海岸線を眺めなが
ら山梨への帰路につきました。

今回の旅行は、単なる親睦旅行にとどまらず、学生
時代を共に過ごした仲間との絆を再確認し、日々の診
療への活力を得る貴重な機会となりました。横浜の夜
景、横須賀の思い出、鎌倉の風情、そして仲間との語
らい−−心に残る素晴らしい二日間となりました。

同窓便り 山梨県支部

～  山 梨 県 支 部 旅 行  ～

米山好昭（29 回生・山梨県支部福祉厚生部担当）
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2026年4月11日、新潟市のホテルイタリア軒にお
いて、第43回新潟県支部、稲岡会総会、講演会を行
いました。

総会では、長年（30年以上）支部長を務めていた
だいた中川賢治先生（3回生）から、副支部長の屋形
秀樹（5回生）が、支部長として承認していただきま
した。

中川先生には、昨年２月の同窓会本部の総会の際に、
長年の功績に対し有功章として表彰していただいてお
りました。大鳥居 敬先生（4回生）もこの度、表彰し
ていただきました。長い間大変有難うございました。

今回、支部長を交代した意図は、若い先生方に、順
次、執行部に関わっていただきたいということで、認
めていただきました。

副支部長は、高橋堅護先生（13回生）【広報担当理
事と兼任】

事務理事は、滝澤賢一先生（23回生）【社保担当理
事と兼任】

会計担当常務理事は、岡部清幸先生（20回生）【留任】
学術担当理事は、横山 茂先生（19回生）
監事は、斉藤 憲先生（6回生）【留任】
顧問は中川賢治先生（前支部長）（3回生）、大鳥居 

敬先生（4回生）、入江 修先生（前専務理事）（9回生）
にお願いいたしました。

講演会は、昨
年より、クマの
市街地への出没
の報道が毎日の
ようにされてお
り、地元の猟友
会等のハンター
による駆除が伝
えられておりま
した。

新潟市開業の小林新二郎先生（日本歯科大学新潟歯
学部出身）が、猟友会のハンターで出没するクマの駆
除にあたっておられたので、それにまつわるお話をし
ていただきました。

新潟県の緊急銃猟数は、全国一位なのだそうです。
クマも死んだふりをするそうでそれを見分けるに

は、倒れたクマの「手のひら」が下を向いていると、
近づくと襲いかかってくる可能性があり、危険だそう
です。逆に「手のひら」が上を向いていれば、大抵、
安全なのだそうです。

クマの生態系や、駆除の動向など、またご自身が、
歯科麻酔学教室におられた経験があり、歯科診療所に
おける医療安全についてのお話も加えて講演していた
だきました。

同窓便り 新潟県支部

新潟県支部稲岡会総会、講演会報告

屋形秀樹（５回生・新潟県支部支部長）

小林新二郎先生【猟友会にて】
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2025年11月29日（土）午後7時から、ANAクラウ
ンプラザホテル広島22階「スターダスト」に20名の
会員が集い、神奈川歯科大学同窓会広島県支部・稲岡
会の忘年会が開催された。専務理事の小生が司会を務
め、西谷 満会長（21回生）の開会挨拶により始めら
れた。大石正臣氏（3回生）の挨拶に続き、令和7年
春の叙勲にて瑞宝双光章を受章された山口隆志氏（5
回生）から挨拶をいただいた。山口氏には叙勲に纏わ
る話も披露していただいた。特に、受章当日の皇居の
様子は普段見聞きする機会もなかなか無いため、参加

者みなが大変興味深く耳を傾けていた。その後、道佛
雄次氏（4回生）の乾杯の発声により開宴した。

今回の忘年会は学術講演会の併催もなく、純粋に会
員親睦のためだけに集まったということもあり、会の
序盤からリラックスした和やかな雰囲気で宴は催さ
れ、皆が楽しいひとときを過ごした。そして会の後半
では、河上 大理事（32回生）のタクトで恒例の参加
者全員での校歌斉唱。午後8時50分、歌野原 之副会長（6
回生）による閉会の挨拶をもって盛会のうちに終了し
た。

同窓便り 広島県支部

令和７年度忘年会

山口 真一郎（32 回生・広島県支部専務理事）
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2026年1月24日（土）午後4時より大分市「都町アー
トホテル」において、大分支部の学術講演会を開催し
ました。今回講師を務めたのは、「社会福祉法人 別府
発達医療センター」歯科診療部長の荒井千春先生（22
回生）で「私の考える障害者歯科医療〜臨床の中から
見えてきたもの〜」という演題で講演していただきま
した。

荒井先生は2005年から現在に至るまで、ほぼ孤軍
奮闘で県内の障害者歯科に長年携わってきたと言って
も過言ではないと思われますが、今回は先生が日々の
診療で取り組まれている行動変容法（行動変容技法）
や薬理的アプローチによる行動調整法（鎮静法、全身
麻酔）を中心に話していただきました。

私の診療所にも数名の障がい児者が来院しています
が、対応に苦慮することも多々あり、同様の経験をさ
れた先生方も多いのではないかと思います。荒井先生
の講演では、障がい者（主に知的障がい者）の特性や
注意点を説明した上で、動画を駆使して行動変容法の
手法を分かりやすく解説していただきました。

特に留意すべきポイントとして、患者に「終わりの
見通しを立たせる重要性」（カウント法）や「出来た
ら褒める」（陽性強化）、「どんな場合でも達成感を与
えて終了する」ことを挙げていましたが、これらの留
意点は小児歯科においても共通項があるため参考に
なった受講者も多かったと思います。

我々が住む大分県には三次医療機関である歯科大学
や大学歯学部がなく、知的障がい者の歯科医療体制の
充足に関しては、長く立ち遅れていました。ようやく
2018年に大分県歯科医師会館内に「大分県口腔保健
センター」という二次医療機関が設立されましたがま
だまだ対応出来ていないのが現状です。

我々のような一次医療機関が自院で出来る範囲で
「かかりつけ歯科医」として地域の障がい者を受け入
れ、高次医療機関とのネットワークを築いていくこと
…荒井先生が今後を見据えた歯科ビジョンとして提言
した課題について、我々も協力医として真剣に取り組
んでいく必要性を痛感した次第です。

同窓便り 大分県支部

大分県支部学術講演会

陶山直昭（21 回生・大分県支部）

講演をする荒井千春先生
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いわゆるZ世代と言われている若者は生まれてき
た時から既にデジタル媒体が存在して躊躇なく溶け
込むことができるデジタルネイティブとも呼ばれて
いる世代です。それに対して昭和生まれの我々は
Windows95が世に出たことにより衝撃的かつ必然的
にデジタル文明の洗礼を受けたわけで、苦労してそ
の習得に励んだものでした。今や年齢を理由にAI
やChatGPT、Geminiといったデジタル媒体に無関
心であってはガラパゴス状態といえると思います。
ChatGPTは何ら面倒な操作なく利用できるソフトで
その価値は臨床にも生かされます。

臨床的には例えば処方薬の飲み合わせの可否、画像
提供して皮膚炎が薬物アレルギーによるものか金属ア
レルギーの可能性はとか、外科治療中に血圧が200を
超えてしまった場合で既往歴から施術を中止した方が
良いかとか、歯列矯正やホワイトニング等の術前の画
像からAIに予想される術後の画像を患者の写メをも
とに作成してもらうなど有益なことがかなりありま
す。3D画像として得たいならフェイススキャナーと
IOSとCTデータを一元化して得られる情報により、
それは素晴らしい画像が得られます。しかしそれには
フェイススキャナーだけでも数百万円規模の投資が必
要となります。この先本格的に導入を検討されている
先生ならその投資も良いかもしれませんが、そこまで
はどうかと思っている先生であるならまずは無料ソフ
トのレベルで試してみることをお勧めします。私の様
に10年先はリタイアしている可能性が高い者にとっ
ては無料ソフトのレベルで当面は用が足せると思いま
す。さらに外国人患者に例えば歯髄炎を起こしている

ので抜髄が必要ということについての説明と処置手順
について外国語で説明をしてもらうことも可能です。
口腔粘膜疾患についても組織検査をやるわけでないの
で確定診断はできませんがスクリーニングは画像を提
供するだけでできますし、急を要する疾患なのか判断
もしてくれます。疾患について臨床症状からアドバイ
スを得られるのも大きなメリットです。例えば顎関節
症について知りたいことがある場合、その分野に長け
ている人に聞くとバイアスが影響する場合がありま
す。自分の得意分野の範疇に原因をあてはめようとし
がちになるからです。内科的疾患についても同様です
が、ネット上の莫大な情報から結果を導き出すので、
例外も含めて判断してくれます。これらのことがアプ
リを入れるだけで無料（使い方によっては一部有料）
なので利用しない手はありません。術前のコンサル
テーションに利用する価値がもっとも大きく、当院で
は自費率のアップに反映されている感じがします。そ
の場合にはスマホよりも撮影可能なiPadのような媒
体を用いた方が大きくて見易いです。

臨床以外にも英会話の勉強をしたい（レベルも選べ
る）とか、出張するのに観光も兼ねたいとか入力する
と瞬時に案を提供してくれます。個人的情報や著作権
が関係する内容には対応できません。その他の応用と
してはエクセル表・関数作成やプログラミング・コー
ド作成とか議事録やセールスコピーの作成などちょっ
とした秘書の役割を果たしてくれます。検索や遊びで
使うだけではもったいない限りです。もう既に臨床導
入されている先生もいると思いますがまだ利用してい
ないならやってみると面白いですよ。

ChatGPT　臨床応用していますか？
北川 純（16 回生・埼玉支部）

卒 業 生のページ

こんなお遊びもできます。
自分の画像を使って「10 歳若くしたイケオヤジ風にアレンジして」
と注文してできた筆者の画像です。
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［ 患者様のご了解を得て掲載しています ］
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2025年11月23日（日）夕刻より横浜ベイシェラト
ンホテルにて神奈川歯科大学16回生の卒後40周年同
窓会が開催されました。北は北海道から南は鹿児島県、
奄美大島に至るまで65人の同窓が集い、旧友と懐古
しながら旧交を温めました。横浜での同窓会に先立ち、
希望者には横須賀の母校や資料館、附属病院等の見学
会も実施されました。同期の伊藤由美先生が寄贈され
た「世界の歯科医人形」も見学できました。神奈川歯
科大学の鹿島理事長も案内に協力していただきました。

横浜での同窓会ではまずは記念撮影を行い、物故者
に対する黙とうを行い、窪田光慶教授（教育企画部・
2026年3月退任）による母校の近況報告が行われ、不
参加者の近況報告も行われました。卒後40年ぶりに
再会する人々もいまして殆ど変わらない人もいれば、
その変わり果てた姿に誰だか名札を見ないとわからな

い仲間もいました。和やかな雰囲気での歓談、学生時
代の実習の苦い思い出やクラブ活動の話題に花が咲
き、また、学生時代は全く飲酒しなかった人が貫禄の
ある飲みっぷりを見せていたりするなど2時間余りの
楽しい時間はあっという間に過ぎて行きました。その
後、2次会ではホテル内や個人的に分散してそれぞれ
行われました。

同窓会は今まで10年に1度くらいのタイミングで開
催されていましたが、この先、間隔が長いと物故者も
増えるのでもう少し間隔を短くして開催してはという
意見もありました。今回の企画、運営に携わっていた
だいた幹事の先生方には忙しい中、完璧に手配してい
ただき心より感謝しておりますので、また次回も宜し
くお願い致します。

ク ラ
ス 会 報 告

16回生　卒後40周年同窓会報告

北川 純（16 回生）
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令和７年度　表彰
七沢久子 先生　　文部科学大臣表彰受賞

（９回生 山梨県支部）
令和７年７月４日　受賞

専修学校制度発足50周年記念式典におきまして、教育功労者表彰として文部科学大臣表彰の
栄に浴し、身に余る光栄に存じます。

これもひとえに、日頃より格別のご指導とご高配を賜っております学校関係者の皆様のお力
添えによるものと、衷心より深く感謝を申し上げる次第でございます。

今後とも教育の振興と発展のため、微力を尽くしてまいる所存でございます。末筆ながら
皆様のますますのご健勝とご隆昌を心よりお祈り申し上げます。

一瀬秀文 先生　　旭日双光章受章
（９回生 山梨県支部）

令和７年11月29日　受章

山梨県歯科医師会において副会長、専務理事を通算５期務めさせていただきました。
その間「山梨県歯の健康と医療費に関する実態調査」や「医科歯科連携」など、主に県民の「歯

科保健」にかかわる職務を担当しておりました。今回の叙勲はひとえに同窓の方々、県歯会員
の方々また行政のご厚情の賜物と存じます。心より感謝申し上げます。

小髙昇平 先生　　旭日双光章受章
（５回生 千葉県支部）

令和８年４月29日　受章

これも偏に、皆様の永年に亘る心温かい、ご指導、ご支援の賜物と感謝申し上げます。

令和７年 秋の叙勲 表章

令和８年 春の叙勲 表章

国（内閣府）・都道府県から褒章・叙勲を受章されたほかに、医療に携わり社会的に貢献した事を認められて
（大臣表彰・都道府県・日本歯科医師会）から表彰を受彰された先生方を会報（HP）でご紹介させていた
だきます。
会報掲載をご希望の先生は、所属支部の支部長を通じて、支部名・回生・お名前・受章（表彰）名・受章
（表彰）日・写真１枚と簡単なコメント（50字程度）を添えて事務局にお届出ください。

《 褒章・叙勲・表彰について 》《 褒章・叙勲・表彰について 》
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被災された同窓生への災害支援に関する経過報告（令和7年12月〜令和8年6月末現在）

第63回代議員会（平成14年7月13日）において福祉共済の災害等への見舞金が廃止となりました。その
後は、災害により被災された会員の先生がいらした場合には支援金を募集し対応しておりました。
災害見舞金は早急な対応が要求されることから、平成29年度に災害見舞金制度を立ち上げて、見舞金
の対象となる災害の基準を定め、理事会承認で見舞金の対応をしております。

災害発生日 災害見舞金支払日 支払内容
令和7年12月8日
発生
青森県東方沖を震源
とする地震

2025 年 12 月 22 日
青森県支部の 1 名の会員に支援金 10,000 円をお支払い。

（内訳）
・カルテ等書類の散乱、機器の移動など

令和７年度災害見舞金予算額1,000,000円に対し、60,000円を被災された会員にお支払いしております。
 （令和8年3月末日現在）

貴支部総会等の際に、支部会員の先生方から過去における被災状況の報告をお受けしたなどの話題がございました
ら本部同窓会事務局までお知らせくださいますよう、宜しくお願い申し上げます。

会報誌デジタル版移行のお知らせ

次号から会報誌の会員発送を取りやめ、神奈川歯科大学同窓会ＨＰに掲載します。
https://inaoka82.com→「広報」からダウンロードのうえご覧ください。

－ 保険はどこも同じではありません。明日への安心、ご相談ください。－
取扱保険会社

東京海上日動火災保険㈱
損害保険ジャパン㈱  
三井住友海上火災保険㈱
セコム損害保険㈱
チャブ損害保険㈱
AIG損害保険㈱
キャピタル損害保険㈱

ソニー生命保険㈱
SOMPOひまわり生命保険㈱
三井住友海上あいおい生命保険㈱
東京海上日動あんしん生命保険㈱
アフラック生命保険㈱
メットライフ生命保険㈱

歯科医師賠償責任保険
自動車保険
火災保険

所得補償保険
生命保険

ゴルファー保険

GIAへ☎をください。先生方の団体扱いの保険をご用意しております。
自動車保険、火災保険、所得補償保険、傷害保険、生命保険、医療保険、医師賠償責任保険、旅行保険等、取扱いしております。

株式会社G I A〒190-0022
東京都立川市錦町 2-1-1　タウンコート立川 403号
TEL042-524-3203（代表）　FAX042-527-9776

〒151-0051
東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-26-6　代々木シティ・ホームズ 101号
TEL03-3352-9351（代表）　FAX03-3352-9551

株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A株式会社G I A
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 お知らせ　　令和８年度　新入生

再入会者

　森岡奈保子	 （37回生・甲）	 福島県支部
　磯部　　司	 （19回生・甲）	 東京都支部
　望月　隆司	 （19回生・甲）	 神奈川県支部
　廣瀬　義政	 （26回生・甲）	 神奈川県支部
　小壷　牧子	 （37回生・甲）	 神奈川県支部

訃　　報
『正会員』
村山　芳良　（神奈川県支部	13 回生）	 2025.01.02　ご逝去
山本　文正　（鳥取県支部	 6 回生）	 2026.01.07　ご逝去
川戸二三江　（東京都支部	 16 回生）	 2026.03.11　ご逝去
松下　　求　（静岡県支部	 6 回生）	 2026.03.12　ご逝去
小林　宥元　（東京都支部	 ９回生）	 2026.04.10　ご逝去
網野　省三　（大阪府支部	 4 回生）	 2026.04.14　ご逝去
森本　克廣　（広島県支部	 2 回生）	 2026.05.08　ご逝去
折居　國昭　（山形県支部	 4 回生）	 2026.05.17　ご逝去
薄　　　孝　（大阪府支部	 7 回生）	 2026.05.24　ご逝去

編集委員：加来 めぐみ（9回生）　金子宣由（19回生）　濵野奈穂（30回生）　市田佳子（33回生）　角井早紀（49回生）／
広報担当常務理事：川端啓義（12回生）／広報担当理事：新井宗高（28回生）／アドバイザー：髙橋 朗（12回生）

《編集後記》
　会報第144号では、第100回代議員会報告をはじめ、学術講演会報告、各支部総会報告、学術講演、旅行記などを掲載いたしました。
代議員会報告では、神奈川歯科大学同窓会が今後も発展し、より良い組織として継続していくための議論が行われています。文字数の
多い内容ではありますが、ぜひご一読いただければ幸いです。広報委員会では、今後も同窓生の皆様のご活躍や各支部の活動を発信
してまいります。同窓生の皆様におかれましては、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。なお、会報誌は同窓会ホー
ムページからもダウンロードできますので、ぜひご利用ください。

（130名）

神奈川歯科大学同窓会会報　144号
発　行：	神奈川歯科大学同窓会
	 〒238-8580  横須賀市稲岡町82
	 TEL : 046-825-0524　FAX : 046-822-3538	
URL:https://inaoka82.com　E-mail : ob-jimu@kdu.ac.jp

発行人：大舘　満

発行日：2026年７月18日

印　刷：一世印刷株式会社
　　　　〒161-8558　東京都新宿区下落合2-6-22
　　　　TEL : 03-3952-5651

氏　　　　　　名　
相田　和輝 小泉　汰美 中沢　増美
有近　大地 高納　秀成 長瀨　真希
李　承澤 小林　壮一郎 中部　夏海
李　承潤 小林　夏香 西村　和菜子
李　沼定 小林　祐翔 任　利那
李　垈奎 小山　晃 根間　利麻奈
李　賢顔 蔡　博丞 野村　寛也
碇　智佳絵 齊藤　碧衣 朴　叡瑞
生田　将士 齊藤　翼 花籠　一郎
石原　なつ美 酒井　杏奈 馬場　裕介
石山　瑞貴 榮　風人 早川　蒼
磯部　可綸 榮　奏人 潘　柏愷
磯部　真司郎 榮　拓人 馬場　翔治
入門　蒼 坂本　力哉 平出　瑞樹
榎本　一輝 櫻井　健人 平田　桃子
遠藤　大路 佐瀬　優音 福島　央昌
王　依宸 佐藤　羽菜 福田　優佳
王　一帆 佐藤　璃呼 福田　良奈
王　煒麟 猿渡　剛規 福富　彩加
王　今上 張　ヨセフ 藤島　凛佳
王　経碩 蕭　亦廷 星野　颯太
大島　遼 鄭　智宇 巻口　梨紗
太田　光咲 申　志優 益江　裕利佳
大西　理莉 杉村　彩羽 増田　由亜
岡田　慎ノ介 杉山　璃奏 万田　昊来
小川名　久真仁 須田　琥太郎 南川　寛太
小坂　昂暉 関　優太 宮地　亜弥
小野澤　佳奈 成　知原 村上　虹七
嚴　允珠 竹井　健人 元原　仁音
尾本　昌大 田辺　理乃 森岡　のの
笠井　勘汰朗 谷口　すず子 山口　豪
金井　彩緒里 反町　ゆりあ 山﨑　菖子
金濵　美羽 崔　宰源 山本　結基
軽部　雄太 崔　昇振 弓場　堅
川上　叶乃彩 長　榎恋 楊　俊傑
瓦田　裕紀 鄭　湘薫 楊　棖
姜　潤 鄭　茂成 吉田　結衣
北原　世夏 陳　偉 吉永　夏風
北村　健伸 陳　家平 𠮷村　恭太郎
金　兌憲 陳　瑞寛 羅　幼懿

正　誤　表
2026年１月15日に発行いたしました会報143号において発行
年の誤りがございました。
謹んでお詫び申し上げますととともに、下記のとおり訂正
させていただきます。
 【訂正箇所】会報143号　29ページ
  （誤）2027年１月15日
  （正）2026年１月15日

氏　　　　　　名　
金　延洙 手柴　鈴袈 賴　悠
金　映瑞 富沢　芽生 黎　宜凌
桒原　あねら 長岡　瞭太 渡邉　大希
高　絃準
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勤勤務務先先名名 【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

勤勤務務先先所所在在地地 【 掲載  ・ 非掲載 】

電電話話番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

ＦＦＡＡＸＸ番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

携携帯帯番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

住住　　所所 【 掲載  ・ 非掲載 】

電電話話番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

ＦＦＡＡＸＸ番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

携携帯帯番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

　　〒〒

＜＜＜＜  勤勤務務先先情情報報  ＞＞＞＞　　 ◆ 届出の登録情報に変更 　【　あり  ･  なし　】

ＥＥ--ＭＭaaiill

＜＜＜＜  現現住住所所情情報報  ＞＞＞＞　　 ◆ 届出の登録情報に変更 　【【　あり  ･  なし　　】】

  登登  録録  情情  報報  変変  更更  届届 神神奈奈川川歯歯科科大大学学同同窓窓会会本本部部事事務務局局

ふふりりががなな

氏氏名名

ＦＦＡＡＸＸ・・郵郵送送用用

旧旧姓姓

※ アドレスを事務局宛にメール送信してください

　　〒〒

 TEL(046)825-0524／FAX(046)822-3538 〒238-8580  神奈川県横須賀市稲岡町82　
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ  https://inaoka82.com E-mailｱﾄﾞﾚｽ  ob-jimu@kdu.ac.jp

oobb--jjiimmuu@@kkdduu..aacc..jjpp※メールでの登録情報変更については 宛にお問い合わせください

会員の個人情報について「プライバシーポリシー」を定め、適切な取り扱い管理を行っています。
この届出が同窓生名簿原稿となることにご理解をいただき、氏名・回生・支部・役職・勤務先の名称、住所、電話番号は
掲載にご協力くださいますようお願い申し上げます。
※ 市町村合併に伴う住居表示変更・市内局番の変更に伴う電話番号表示変更につきましてもお知らせください。

＜＜＜＜連連絡絡方方法法  ＞＞＞＞    　　            　　    1. 勤務先     　2. 現住所  （ 送付を希望する方に○をつけてください ）

≪≪  空空欄欄のの箇箇所所ががああるる場場合合、、既既にに登登録録（（届届出出））ししててああるる情情報報のの変変更更ははいいたたししまませせんん  ≫≫

回回生生
（（会会員員番番号号））

支支部部

◆ 冊子名簿への掲載について（ 希望する方に○をつけてください ）

◆ 冊子名簿への掲載について（ 希望する方に○をつけてください ）

ＥＥ--ＭＭaaiill
※ アドレスを事務局宛にメール送信してください

【【おお願願いい】】  

22002244 年年度度版版名名簿簿発発行行以以降降にに住住所所変変更更等等のの届届出出ををさされれてていいなないい方方はは正正確確なな  

情情報報をを名名簿簿にに掲掲載載すするるここととががででききるるよようう、、裏裏面面のの『『登登録録情情報報変変更更届届』』  用用紙紙をを  

FFAAXX・・ままたたははメメーールルににててごご連連絡絡くくだだささいい。。  

ままたた、、一一般般公公開開ペペーージジのの下下記記ののササイイドドメメニニュューーかかららのの届届出出ももででききまますす。。  

市市区区町町村村変変遷遷情情報報((市市町町村村合合併併・・市市制制変変更更等等))にによよるる住住所所表表示示変変更更、、電電話話番番号号  

表表示示変変更更ににつついいててももおお知知ららせせくくだだささいい。。  

※※個個人人情情報報のの保保護護ののたためめ、、会会員員ごご本本人人かかららのの届届出出をを原原則則ととししまますす。。

URL：https://inaoka82.com  E-mail：ob-jimu@kdu.ac.jp

神神奈奈川川歯歯科科大大学学同同窓窓会会事事務務局局  

〒〒223388--88558800 神神奈奈川川県県横横須須賀賀市市稲稲岡岡町町 8822  

TTEELL：：004466--882255--00552244    FFAAXX：：004466--882222--33553388  

144号_本文4C.indd   26144号_本文4C.indd   26 2026/07/07   14:162026/07/07   14:16



勤勤務務先先名名 【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

勤勤務務先先所所在在地地 【 掲載  ・ 非掲載 】

電電話話番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

ＦＦＡＡＸＸ番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

携携帯帯番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

住住　　所所 【 掲載  ・ 非掲載 】

電電話話番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

ＦＦＡＡＸＸ番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

携携帯帯番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

　　〒〒

＜＜＜＜  勤勤務務先先情情報報  ＞＞＞＞　　 ◆ 届出の登録情報に変更 　【　あり  ･  なし　】

ＥＥ--ＭＭaaiill

＜＜＜＜  現現住住所所情情報報  ＞＞＞＞　　 ◆ 届出の登録情報に変更 　【【　あり  ･  なし　　】】

  登登  録録  情情  報報  変変  更更  届届 神神奈奈川川歯歯科科大大学学同同窓窓会会本本部部事事務務局局

ふふりりががなな

氏氏名名

ＦＦＡＡＸＸ・・郵郵送送用用

旧旧姓姓

※ アドレスを事務局宛にメール送信してください

　　〒〒

 TEL(046)825-0524／FAX(046)822-3538 〒238-8580  神奈川県横須賀市稲岡町82　
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ  https://inaoka82.com E-mailｱﾄﾞﾚｽ  ob-jimu@kdu.ac.jp

oobb--jjiimmuu@@kkdduu..aacc..jjpp※メールでの登録情報変更については 宛にお問い合わせください

会員の個人情報について「プライバシーポリシー」を定め、適切な取り扱い管理を行っています。
この届出が同窓生名簿原稿となることにご理解をいただき、氏名・回生・支部・役職・勤務先の名称、住所、電話番号は
掲載にご協力くださいますようお願い申し上げます。
※ 市町村合併に伴う住居表示変更・市内局番の変更に伴う電話番号表示変更につきましてもお知らせください。

＜＜＜＜連連絡絡方方法法  ＞＞＞＞    　　            　　    1. 勤務先     　2. 現住所  （ 送付を希望する方に○をつけてください ）

≪≪  空空欄欄のの箇箇所所ががああるる場場合合、、既既にに登登録録（（届届出出））ししててああるる情情報報のの変変更更ははいいたたししまませせんん  ≫≫

回回生生
（（会会員員番番号号））

支支部部

◆ 冊子名簿への掲載について（ 希望する方に○をつけてください ）

◆ 冊子名簿への掲載について（ 希望する方に○をつけてください ）

ＥＥ--ＭＭaaiill
※ アドレスを事務局宛にメール送信してください

【【おお願願いい】】  

22002244 年年度度版版名名簿簿発発行行以以降降にに住住所所変変更更等等のの届届出出ををさされれてていいなないい方方はは正正確確なな  

情情報報をを名名簿簿にに掲掲載載すするるここととががででききるるよようう、、裏裏面面のの『『登登録録情情報報変変更更届届』』  用用紙紙をを  

FFAAXX・・ままたたははメメーールルににててごご連連絡絡くくだだささいい。。  

ままたた、、一一般般公公開開ペペーージジのの下下記記ののササイイドドメメニニュューーかかららのの届届出出ももででききまますす。。  

市市区区町町村村変変遷遷情情報報((市市町町村村合合併併・・市市制制変変更更等等))にによよるる住住所所表表示示変変更更、、電電話話番番号号  

表表示示変変更更ににつついいててももおお知知ららせせくくだだささいい。。  

※※個個人人情情報報のの保保護護ののたためめ、、会会員員ごご本本人人かかららのの届届出出をを原原則則ととししまますす。。

URL：https://inaoka82.com  E-mail：ob-jimu@kdu.ac.jp

神神奈奈川川歯歯科科大大学学同同窓窓会会事事務務局局  

〒〒223388--88558800 神神奈奈川川県県横横須須賀賀市市稲稲岡岡町町 8822  

TTEELL：：004466--882255--00552244    FFAAXX：：004466--882222--33553388  
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